
2010～2011年度 No.1

第  11　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

河合地区ガバナー 大石第１副地区ガバナー 阿久津第２副地区ガバナー

○  L 高橋　芳久　委員長 ×  L 上野　滋朗　副委員長  L 　　　　　　   副委員長

○  L 井上　一二三  副委員長  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 五十嵐　隆   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 古川　浩成   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 秋山　　勉    委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 酒井　三雄   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

×  L 森　　 鉄雄   委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 岡　　 博文　 委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

○  L 大澤　　力 　 委員 ○  Ｌ 副幹事　赤尾　嘉晃

×

○ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ幹事　Ｌ　近藤　正彦

○ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ会計　Ｌ　吉田　實
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作　成　者

　出席オブザーバー　　

緊急対策支援委員会

出　席　者

審議経過事項の概要

◎　委員長報告

議　　　題

 ｽﾍﾟｼｬﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ　L 坂本　潤之輔　 委員

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　高橋　芳久　委員長

東北地方太平洋沖地震について

上級救命技能認定について

　２０１１年　５月　　２４日　　火曜日　　　　１７時　００分　～　　　時　　　分

　ルノアール

次　　　第

 L　高橋　芳久

次回開催日時
　　　　　　場所

・　自クラブメンバーと共に中古自転車100台を持参した。

　　現地での貴重な足となる自転車は大変悦ばれた。

・　現地の方々は資金不足。手持ちのお金が全くなくに等しく、また働く場もなく、

　Ｌ　井上　一二三

　２０１１年　　　６月　　　２４日　　　木曜日　　　　１８時　００分　～　　　時　　　分

　　不自由な生活を余儀なくされている。

　　未だ国からの具体的対策が実行されていない。

・　見るに涙、聴くに涙の惨状であるとの状況を、写真を添えて話された。



第  11　回

　　東日本大震災により、講習会への積極的行動が鈍る結果となった。止むを得ない。

◎　ＡＥＤ使用の上級救命技能認定取得者は、目下のところ200名程度である。

◎　赤尾副幹事

・　石巻市の物資支援に関する報告があり、最も求められているものは、

　　あった。

審議経過事項の概要

　　　　　　２）　土のう袋

◎　酒井委員

　　現地被災状況を別添記録にまとめて話された。

No.2

　　交わし、委員会を終了。

議　　　題

◎　キャビネット会議への報告書作成を、議題とする委員会を、向島　清ノにて

◎　支援物資について、ライオンズクラブのシールの作成が必要である。

・　国家・地方行政の行動の仕組みが未だ確立していない状況が浮き彫りの感大で

◎　東日本大震災への支援は、長期的に対応する必要がある。

　　行うことにて散会した。

　　「ありがとうシール」とは別に作ることをキャビネットに計りたい。　

　　次期執行動への申し送りをすべき。

◎　被災者への慈愛に満ちた対応を、如何にすべきかに話題を広げ、様々な意見を

　　　仕分け搬送が、スムーズに行われていないとの事。

　　　　　　1)　発電機　1ｋｗから3ｋｗ

　　　　　　3）　虫除けスプレー

　　　　　　４）　掃除機　　　　　　　　等であり、他の物資は十分あるが、求める現地への

　　報告を聞き、涙をこらえるのが精一杯でした。
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